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高齢・障害福祉産業振興 産業振興課 ☎ 06（6383）1362
消費生活相談ルーム ☎ 06（6383）2666

高齢介護課 ☎ 06（6383）1379
障害福祉課 ☎ 06（6383）1374

※申込みは原則１日から受付開始
※特に記載のない場合、対象は市内
在住・在勤・在学者、申込み不要

※申込みは原則１日から受付開始
※特に記載のない場合、対象は市内
在住・在勤・在学者、申込み不要
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最
低
賃
金
が
９
３
６
円
に

　
10
月
１
日
㈪
か
ら
「
大
阪
府

最
低
賃
金
」
の
金
額
が
、
時
間

額
９
３
６
円
に
改
定
さ
れ
ま
し

た
。

問
合
せ　
大
阪
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課
☎
06（
６
９
４
９
）

６
５
０
２
、
茨
木
労
働
基
準

監
督
署
☎
０
７
２
（
６
２
２
）

６
８
７
１
へ

●
お
知
ら
せ

合
同
就
職
フ
ェ
ア

参
加
企
業
募
集

　
来
年
１
月
25
日
㈮
に
茨
木
市

役
所
南
館
（
茨
木
市
駅
前
三
丁

目
８-

13
）
で
開
催
す
る
「
三

市
一
町
合
同
就
職
フ
ェ
ア
」で
、

求
職
者
と
の
面
接
を
実
施
す
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
み　
11
月
21
日
㈬
ま
で
に

フォークリフト運転技能講習
　就労を目指す人に向けたフォークリフトの運転資格
が得られる講座です。資格を得て、就職に向けた支援
をします。

日時　▽開講式＝ 10 月 30 日㈫午後２時〜３時▽講習
＝ 11 月３日〜 11 日の土・日曜日午前８時〜午後５
時半（計 4 回）▽修了式＝ 11 月 20 日㈫
場所　▽開講式は市役所西別館２階６AB 会議室▽講
座は日鐘技能開発センター（鳥飼西 5 丁目 1-3-3）▽
修了式はコミュニティプラザ
対象　市内在住で、フォークリフトの免許を取得し、
早期就労を目指す人
教材費　1,000 円
定員　10 人
申込み　産業振興課へ（10 月 19 日㈮までに電話不可・
選考で決定）

宅
配
便
業
者
を
装
っ
た

S
M
S
に
注
意

　　

携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
（
以
下

S
M
S
）
で
、
宅
配
便
業
者
か
ら

の
不
在
通
知
を
装
っ
た
迷
惑
メ
ー

ル
が
届
い
た
と
い
う
事
例
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】「
お
客
様
宛
に
お
荷
物
の

お
届
け
に
上
が
り
ま
し
た
が
不
在

の
為
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
配
送
物

は
下
記
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
S
M
S
が
届
き
、
記
載

さ
れ
た
U
R
L
を
タ
ッ
プ
す
る

と
、
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が

開
始
さ
れ
た
。
自
動
で
意
図
し
な

い
動
作
を
始
め
、
勝
手
に
大
量
の

迷
惑
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

【
対
処
法
】ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
携
帯

の
電
源
を
切
る
な
ど
携
帯
の
動
作

を
い
っ
た
ん
止
め
、
ア
プ
リ
の
削

除
や
携
帯
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
点
】
身
に
覚
え
の
な
い

S
M
S
の
U
R
L
は
開
か
ず
、

業
者
か
ら
の
メ
ー
ル
か
迷
う
場
合

は
消
費
生
活
相
談
ル
ー
ム
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

問
合
せ　
消
費
生
活
相
談
ル
ー
ム
（
産
業
振
興
課
内
）

けずって当てよう！

セッピィスクラッチ
11/ １㊍〜 12/10㊊　

　市内の小規模店舗で
500 円の買い物や飲食
をすると、スクラッチ
カードが１枚もらえま
す。今年のスクラッチ
は「300 円券」「セッピィマーク券」「はずれ券」
の３種類です。300 円券は、次回のお買い物の
際に利用できます。
※参加店舗などは、市内公共施設で配布のガイ
ドブックや市ホームページで確認してください。

★うれしい特典が盛りだくさん
◆抽選で3,000 円分の商品券が当たる
　市内を４地域で地区分けしており、「セッピィ
マーク券」を、２地区（２色）集めて応募すると、
市内取扱店で使える 3,000 円分の商品券が抽選
で 200 人に当たります。

◆はずれ券を集めておトクなサービス
　はずれ券を集めると独自のサービスを受けら
れるお店があります。
問合せ　産業振興課へ

プ
ー
、
石
鹸
、
タ
オ
ル
な
ど
）

は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
／

問
合
せ
は
高
齢
介
護
課
へ

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、

認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
接
し

方
な
ど
の
知
識
を
習
得
す
る

　
10
月
24
日
㈬
午
後
１
時
半
～

３
時
に
、
地
域
福
祉
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
で
／
定
員
20
人
／
要

申
込
み
（
高
齢
介
護
課
へ
・
☎

可
・
先
着
）

◆
高
齢
者
向
け
体
力
測
定　
体

力
測
定
と
カ
ー
リ
ン
コ
ン

●
高
齢
福
祉

◆
ふ
れ
あ
い
入
浴

　
①
10
月
21
日
㈰
午
後
２
時
～

５
時
半
（
女
性
は
午
後
２
時
～

３
時
半
、
男
性
は
午
後
４
時
～

５
時
半
）
に
、
特
養
ひ
か
り
で

②
21
日
㈰
午
後
４
時
～
10
時

に
、
松
竹
温
泉
と
ヘ
ル
シ
ー
バ

ス
千
里
丘
で
／
対
象
は
①
65
歳

以
上
②
小
学
生
以
下
と
65
歳
以

上
／
※
氏
名
・
連
絡
先
を
書
い

た
メ
モ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
※

入
浴
に
必
要
な
物
品
（
シ
ャ
ン

　

▽
11
月
１
日
㈭
午
後
１
時

～
４
時
半
に
、
安
威
川
公
民
館

で
▽
９
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

半
に
、
鳥
飼
体
育
館
で
▽
20
日

㈫
午
後
１
時
～
４
時
半
に
、
味

生
体
育
館
で
▽
27
日
㈫
午
後
１

時
～
４
時
半
に
、
子
育
て
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
・
遊
戯
室
（
旧

三
宅
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
で

／
対
象
は
60
歳
以
上
／
要
申
込

み
（
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
・
☎
可
）

◆たちより体操タイム
　保育所・幼稚園で、高齢者（65
歳以上）が乳幼児と一緒になっ
て体操しています。
　気軽に参加ください。

ところ とき（10月）

せっつ幼稚園
９日㈫
午前 10 時 10 分〜 10 時 25
分

鳥飼保育所 22 日㈪
午前 10 時〜 10 時 15 分

べふこども園 22 日㈪・29 日㈪
午前 10 時〜 10 時 15 分

子育て総合支援
センター

24 日㈬
午前９時 45 分〜 10 時

とりかい幼稚園 25 日㈭
午前９時 50 分〜 10 時

問合せ　各園・所へ（26 ページを参照）

●ふれあい収集
　高齢者や障害のある人などで、
家庭ごみを排出場所まで出すこ
とが困難な世帯を対象に、職員
がごみ回収と声かけをするサー
ビスを行っています。
サービス内容
▽家の戸口前までごみを取りに行きます。
▽希望者には声をかけ、安否確認を行います。
▽声かけ不要の人でも、 収集時にごみが出されてい
ない場合は、安否確認を行います。
対象者
▽ごみを排出場所まで持ち出すことが困難で、おお
むね 65 歳以上の歩行困難な一人暮らし世帯
▽身体障害者手帳（１級・２級）、療育手帳（A）、精
神障害者福祉手帳（１級）の交付を受けた一人暮ら
し世帯　など　※面接などの審査あり　　
収集日時　
週１〜２回、もやせるごみの日の午後２時〜４時
※分別排出された全てのごみを回収
収集場所
対象者の戸口前（声かけ時の玄関内収集や敷地内で
のごみ箱使用の排出も可）
問合せ
環境業務課☎ 072（634）0210 へ

「介護マーク」の活用を
　「介護マーク」は、
介護する人が介護中
であることを周囲に
理解してもらうため
のマークです。
　介護する人が、公
共のトイレへ付き添ったり、男性介護者が女性
用下着を購入したりする時などに、周囲から偏
見や誤解を受けることがないよう、介護をする
人に優しい社会を目指して作成されました。
　外出先でこのマークを見かけた時には、温か
い目で見守ってください。また、このマークが
必要な人は、市ホームページから印刷すること
が可能です。　　　　　問合せ　高齢介護課へ


